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23）マウスおよびヒト凍結乾燥精子ケノムの高温耐

性獲得に関する研究

研究代表者日下部博一

[背景・目的］

｜'甫乳類の精子や細胞を長期間保存する場合、通常は

液体窒素による凍結保存が行なわれる。一方、非凍結

条件で室温永久保存するための方法として凍結乾燥法

が期待できる。しかしながら、マウスの凍結乾燥精子

を室温（25℃）で保存した場合、保存開始から１カ月

以内で精子の染色体異常が増加する')。さらに、通常

の方法で作製したマウス凍結乾燥精子を５０℃で３日

間処理すると、ＤＮＡ傷害が誘発されるl)2)。本研究

では、マウスまたはヒト精子の懸濁液を、多糖類のデ

ンプンまたは耐乾燥剤として知られている二糖類のト

レハロースを加えて凍結乾燥した。その凍結乾燥精子

に高温ストレス（50℃）を３日間与え、精子ＤＮＡに

生じる傷害のレベルを単一細胞ケル電気泳動法（コ

メットアッセイ）により調べた。今回はマウス凍結乾

燥精子の結果を中心に報告する。

[材料と方法］

1．精子

７週齢以上の雄マウス（B6D2F,）の精巣上体尾部

を両側から切除し、２つの切除片を１．２ｍlの凍結乾燥
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